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研究課題名「弱視発見率向上のためのスクリーニング法に関する研究」に関す

る情報公開 

 

１．研究の対象 

本研究の対象者は、研究実施承認日から 2029年 3月の間に、名古屋医学医学部附属病院

眼科へ受診した 0～7歳の乳幼児で、本研究に参加の同意をされた方です。 

 

２．研究目的・方法・研究期間 

研究目的： 

乳幼児の視力検査は、検査員が縞を提示して視線を確認する選択視法（preferential 

looking：PL 法）で行われます。本研究では、PL 法の中で臨床的に使用されることの

多い Teller Acuity Card（TAC）を用いた視力測定を機械的なアルゴリズムで解析し、

現在の検査員による TAC 法による視力測定に準じた検査結果が得られるかどうか検証

することを目的としています。 

 

研究方法： 

通常の TAC法による視力検査に加えて、機械による視力検査を受けていただきます。 

得られた結果と、年齢・性別・視力・屈折値等をふまえ総合的に評価・検討します。 

また得られた結果は、本研究と、研究対象者等から同意を受ける時点では特定されな

い将来の研究（機械による視力検査で弱視がどの程度正確に判定できたか等）のため

に用いられる可能性があります。 

本研究は株式会社モスフードサービスと共同で行うものであり、同社から研究資金の

提供を受けています。一方で、株式会社モスフードサービスは、研究の計画・実施・

解析・成果発表に一切介入しないことで中立性・客観性を保持しております。研究成

果はモスフードサービスに開示されますが、契約の範囲外で広告及び販売促進活動に

用いることはできません。 

研究の実施にあたって、本研究の実施に必要となる株式会社サンリオのみが所有する

その試験物（キャラクターの情報等）の供与を無償で受けています。ただし、サンリ

オは本研究の研究計画書等の立案、作成及びデータの統計解析を含む評価に一切介入

しておりません。 

 

研究期間：実施承認日 ～ （西暦）2030年 3月 31日 

 



 

 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

情報：性別、年齢、眼科初診時年齢、病型、視力、眼位、固視の程度、瞳孔径、 

固視目標に対する視線の動き、眼球運動、屈折値等 

 

４．外部への試料・情報の提供 

研究結果解析のため、株式会社夏目綜合研究所へデータを共有します。その際は個人を識

別できる情報を削除したデータを取り扱います。対照表は、本学の研究責任者が保管・管

理します。 

 

５．研究組織 

名古屋大学医学部附属病院眼科 安田小百合 

株式会社夏目綜合研究所 弓削八郎 

株式会社モスフードサービス 取締役・上席執行役員経営企画本部長・笠井洸 

 

６．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

 ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内

で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理

人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出

ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

研究責任者：名古屋大学医学部附属病院 眼科学 安田 小百合 

     住所：名古屋市昭和区鶴舞町 65  

電話番号：052-744-2275 

   

研究代表者：名古屋大学医学部附属病院 眼科学 安田 小百合 

 


